
中国語の「補語」教授法に関する試み

アブストラクト

「補語」は中国学習者にとって、一つの難関である。本論文では、まず第一に、中国語の補語とは何かを論じる。

第ニに、補語の定義や種類、現在日本の多くの教材で用いられている「程度補語」と「状態補語」を再分類し、学

生が補語のどの点で理解困難に陥っているかを取り上げて分析する。第三に、結果補語や方向補語、可能補語の定

義、構造的特徴、三者の関係、結果補語、方向補語の可能補語への変換条件などについてとりまとめ、結果補語と

方向補語に関する具体的教授法を提案する。第四に、助動詞“能”形式を用いた可能表現と可能補語の相違など、

学習者が混乱しやすいところを整理し、可能補語の教授法に関する筆者の提案、（語⇒連語化にした補語⇒フレー

ズ⇒コンテクスト表現）とその応用、展開に関する教授法を紹介する。

キーターム：結果補語、方向補語、可能補語、連語化にした補語、コンテクスト表現
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